
 

 

検証シートのイメージ・記載内容 

 

※検証は所管課による自己評価として実施 

 
 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

 

 

 

  
        

 

【１】成果指標の進捗状況 

☞数値目標及び KPI の計画期間中における達成見込の確認 

・数値目標、KPI の進捗状況や計画最終年度（R７年度）における達成見込を記載 

・Ｒ7達成見込は 3区分（「達成」・「未達成」・「－」）とする。 

※「－」は、最新値の取得ができていない等の理由により評価不能な場合に使用 

【２】進捗状況の要因分析 

☞KPI、ロジックモデルの設定の妥当性、効果的な取組の実施の有無、外的要因の影響の有無の分析 

・以下の４項目について、「適切」・「適切でない」の評価の上、判断理由を記載 

1：KPI の設定：KPI の数値設定、設定内容は適切だったか。（「適切」・「適切でない」） 

2：ロジック：基本政策を達成させるための、基本施策以下の組み立ては適切だったか。（「適切」・「適切でない」） 

3：取組：数値目標や KPI の向上に寄与する効果的な取組が実行できたか。（該当する取組を記載） 

（「効果的な取組を実行できた」・「実行できなかった」） 

4：外的要因：社会情勢の変化等（コロナ、物価高騰等）による影響を受けたか。（「影響なし」・「影響あり」） 

【３】第１期計画期間の総括 

☞評価すべき点、反省点の総括 

・現計画期間における評価すべき点、反省点等を記載 

【４】第２期基本計画等策定に向けた方向性 

☞１～３を踏まえ、次期計画策定に向けた方向性の検討 

・【１】～【３】で整理した内容を踏まえ、次期計画に向けた方向性を記載 

※例：成果指標の設定やロジックモデルの見直し、効果のあった事業のさらなる推進、 

市民ニーズに合わなくなった事業の縮小・廃止 等 
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